
油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所には
置かない
上記のような場所に置くと、故障の原因となることがありま

す。取扱説明書に記されている使用条件以外の環境でのご使

用は、故障の原因となることがあります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると故障の原因となります。万一、

水や異物が入ったときは、お買い上げ店またはソ

ニーサービス窓口にご相談ください。そのままコ

ンピュータに接続すると、コンピュータの故障の

原因になることがあります。

内部を開けない
内部の点検、修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓口

にご依頼ください。

直射日光のあたる場所や熱器具の近くに設
置・保管しない
内部の温度が上がり、故障の原因となることがあります。

乳幼児の手の届くところに置かない
お手持ちのメモリーカードは小型のため飲み込む恐
れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かない
でください。
万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談して
ください。

2-654-819-02(1)
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SMU-RW610

メモリーカード
リーダー/ライター付き
光学式USBマウス

主な仕様
インターフェース USB（USB 2.0 High Speed対応）
コネクタ USB プラグ
分解能 800 counts/inch
対応機種 – IBM PC/AT互換機（CPUはPentium相当以上）

– Apple製パソコン（CPUはPower PC G3/G4/G5
350MHz以上）

対応OS – Windows XP Media Center Edition 2005、
Windows XP Media Center Edition 2004、
Windows XP Professional、Windows XP Home
Edition、Windows 2000 Professional、
Windows Millennium Edition

– Mac OS X 10.1.2以降
（上記以外のOSではご使用になれません。また、日本
語版標準インストールのみ対応です。OSアップグレー
ドパソコンは動作保証されません。）

コード 約1.5 m
動作温度 5 ℃ ～ 35 ℃
動作湿度 20 ％ ～ 80 ％（結露のないこと）
保存温度 –10 ℃ ～ 60 ℃
保存湿度 10 ％ ～ 90 ％（結露のないこと）
外形寸法 約64 × 36 × 120 mm（幅×高さ×奥行き）
質量 約113 g（コード部含む）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承く

ださい。

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品

はまちがった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故につな

がることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りくだ

さい。

安全のための注意事項を守る

下記のものをよくお読みください。
1　この取扱説明書の注意事項
2　お使いになるコンピュータに付属の取扱説明書

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐにお買い
上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

b

• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、本体表面
を破損したときは

安全のために

警告表示の意味
取扱説明書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理
解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなどの人身事故につながる
ことがあります。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故により、
けがをしたり周辺の家財に損害を
与えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基
準に基づくクラスB情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装
置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害
を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いを
して下さい。

著作権表記について
• Microsoft およびWindows は、米国Microsoft Corporationの米国お
よびその他の国における登録商標または商標です。

• Apple, Macintosh, Mac, MacOSは、米国およびその他の国で登録
されているApple Computer, Inc.の登録商標または商標です。

• Pentiumは、Intel Corporationの登録商標または商標です。
• Power PCは、米国IBM Corporationの登録商標または商標です。
•“Memory Stick”（“メモリースティック”）、“MagicGate Memory

Stick”（“マジックゲート メモリースティック”）、“Memory Stick
PRO”（“メモリースティック PRO”）、“Memory Stick Duo”（“メ
モリースティック デュオ”）、“Memory Stick PRO Duo”（“メモ
リースティック PRO デュオ”）、“MagicGate”（“マジックゲー
ト”）、および“ ”はソニー株式会社の商標です。

• その他、本書に記載されているシステム名や製品名、フォーマット名
は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、本文
中では™、®マークは明記していません。

保証書とアフターサービス

保証書
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してく
ださい。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを

この取扱説明書をもう1度ご覧になってお調べください。
また、右記「お問い合わせ窓口のご案内」にあるURLから、カスタマー
サポートのホームページもあわせてご覧ください。

それでも具合の悪いときは

お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させて
いただきます。

部品の保有期間について
当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部
品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可
能の期間とさせていただきます。保有期間が経過したあとも、故障箇所に
よっては修理可能の場合がありますので、お買い上げ店またはサービス窓
口にご相談ください。

お使いになるまえにお読みください
• 本機は、Windows XP Media Center Edition 2005、Windows

XP Media Center Edition 2004、Windows XP Professional、
Windows XP Home Edition、Windows 2000 Professional、
Windows Millennium Edition、Mac OS X 10.1.2以降のみ対応で
す（日本語版標準インストールのみ対応です）。

• 本機は、上記以外のOSでの動作を保証しておりません。
• 本機は、上記OSのプリインストールされたコンピュータ以外での動
作を保証しておりません。

• 本機は、OSをアップグレードしたコンピュータでの動作を保証して
おりません。

• 本機は、コンピュータの環境によっては、対応機種であっても動作を
保証しておりません。

• 本機は、光学式センサーを使用したマウスです。光学式センサーの特
質上、ガラス、鏡、光沢のある面など、マウスをお使いになる場所に
よってセンサーが誤動作し、正常に動かないことがあります。その場
合、マウスパッド*をお使いになるか、他の物を下に敷くか、または場
所をかえてお使いください。

* 一部のマウスパッドで、マウスの動作がおかしくなることがありま
す。

• 本機をUSB端子へ接続するときに、プラグを傾けたり、ゆっくり差し
込んだりすると誤動作の原因となることがあります。接続するとき
は、垂直にすばやく差し込んでください。

• お使いのコンピュータによっては、USB端子に接続してもマウスが認
識されず動作しない場合があります。その場合はUSBプラグを抜き、
約5秒待ってから再び差し込んでください。それでも動作しない場合
は、マウスを接続したままコンピュータの電源をシャットダウンし
て、約30秒後に再び起動してください。

• 本機を使用するときは、USBハブは使用しないで、コンピュータの
USB端子にプラグを直接接続してください。

• ケーブルをマウス本体に巻きつけて保管しないでください。
本機の表面にケーブルの跡が残ったり、左右のボタンが変形して動作
に支障をきたす場合があります。

• このUSBケーブルは、USB 2.0 High Speedに対応しているため太
くなっております。お使いのコンピュータにUSB端子が複数ある場合
は、マウスの操作がしやすい位置に差し込むことをおすすめします。

メモリーカードについて
• メモリーカードの不具合などによって読み出し/書き込みが正しく行わ
れなかった場合、データの補償については、ご容赦ください。

• 大切なデータは、バックアップを取っておくことをおすすめします。
データの破壊や損失、機器の故障などの補償については、ご容赦くだ
さい。

• 以下の場合、誤動作の原因となることがありますので、ご注意くださ
い。
－メモリーカードを読み出し/書き込みしているときに、コンピュータ
がスタンバイ/休止状態になった場合

－コンピュータがスタンバイ/休止状態のときに、メモリーカードの接
続/取り外しをした場合

－コンピュータがスタンバイ/休止状態のときに、本機の接続/取り外し
をした場合

本機が対応しているメモリーカードについて
本機では、以下のメモリーカードで動作確認を行っています。その容量
以上での動作を保証しておりません。

（2005年9月現在）

メモリーカードの種類 最大動作保証範囲
メモリースティック*1 128 MB
メモリースティック デュオ*1 128 MB
メモリースティック PRO*1 2 GB
メモリースティック PRO デュオ*1 2 GB
SD*2 1 GB
miniSD*2 256 MB

*1 本機は、“マジックゲートメモリースティック”と一般の“メモリース
ティック”のどちらでもご使用いただけます。ただし、本機はマジック
ゲート規格に対応していないため、本機で記録したデータは著作権の
保護の対象にはなりません。
“マジックゲート”は、ソニーが開発した、著作権を保護する技術の総
称です。対応機器と“メモリースティック”の間で、お互いに「記録・
再生が正しく行えるか」を確認する認証、およびデータの暗号化が行
われます。認証された機器以外では、著作権保護されたデータは再生
できません。なお、本機は“マジックゲート”に対応していないため、
著作権保護機能が必要なデータの記録や再生はできません。

*2 著作権保護機能に対応しておりません。

本機は、すべてのメモリーカードでの動作を保証するものではありませ
ん。
対応メモリーカードについての最新情報は、右記「お問い合わせ窓口のご
案内」にあるURLから、カスタマーサポートのホームページにてご確認
いただけます。
本機は、すべてのフォーマッターについてサポートしておりません。
フォーマット（初期化）は、必ずメモリーカード対応機器で行ってくださ
い。

“メモリースティック”について

“メモリースティック”とは？
“メモリースティック”は、小さくて大容量のIC記録メディアです。“メモ
リースティック”対応機器間でデータをやりとりするのにお使いいただけ
るだけでなく、着脱可能な外部記録メディアの1つとしてデータの保存に
もお使いいただけます。
“メモリースティック”には、標準サイズと小型サイズの“メモリース
ティック デュオ”があります。
さらに大容量のデータを扱える“メモリースティック PRO”、“メモリー
スティック PRO デュオ”も用意されています。

 “メモリースティック”の注意事項
転送速度について

本機はパラレルデータ転送（高速データ転送）に対応しております。ただ
し、お使いのメディアによっては読み出し／書き込みにかかる時間は異
なります。

フォーマットについて

• すでにデータが書き込まれている“メモリースティック”をフォーマッ
トすると、そのデータは消去されてしまいます。誤って大切なデータ
を消去することがないように、ご注意ください。

• フォーマット（初期化）は必ず“メモリースティック”対応機器で行って
ください（本機でのメモリースティックフォーマットはできません）。

サイズの異なるメディアの使用について

本機には、スタンダード/デュオ サイズ対応スロットが搭載されていま
す。このスロット搭載の機器では、“メモリースティック”のサイズを自
動的に判断する機構により、メモリースティック デュオ アダプターなし
で、標準サイズの“メモリースティック”、小型の“メモリースティック
デュオ”のどちらでもご使用いただけます。
• ご使用の際は、正しい差し込み方向をご確認のうえご使用ください。
まちがったご使用は機器の破損の原因となりますのでご注意くださ
い。

• “メモリースティック デュオ”は、小さいお子様の手の届くところに置
かないようにしてください。誤って飲み込むおそれがあります。

 “メモリースティック”の取り扱いについて

A B

C

• 端子部には手や金属などで触れないでください。A
• 誤消去防止スイッチ*を「LOCK」にするとデータの記録や変更、消去
ができなくなります。B

* 一部の“メモリースティック”（“メモリースティック デュオ”）には誤
消去防止スイッチが付いていません。誤消去防止スイッチが付いて
いない“メモリースティック”をご使用の際は、誤ってデータを編集
したり、消去しないようご注意ください。

• “メモリースティック デュオ”の誤消去防止スイッチを動かすときは、
先の細いもので動かしてください。

• データの読み出し/書き込み中には“メモリースティック”を取り外さな
いでください。

• 以下の場合、データが破壊されることがあります。
－読み出し/書き込み中に“メモリースティック”や本機を取り外した
り、コンピュータの電源を切った場合

－静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所で使用した場合
万一、本機をお使いいただいてデータの損失、破壊、機器の故障など
が発生した場合の責任は、一切負いかねます。

• 大切なデータは、バックアップを取っておくことをおすすめします。
データの破壊や損失、機器の故障などの補償については、ご容赦くだ
さい。

• ラベル貼り付け部には、専用ラベル以外は貼らないでください。
• ラベルを貼るときは、所定のラベル貼り付け部に貼ってください。は
み出さないようにご注意ください。C

• “メモリースティック デュオ”のメモエリアに書きこむときは、あまり
強い圧力をかけないでください。

• 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケースに入れてください。
• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたりしないでください。
• 分解したり、改造したりしないでください。
• 水にぬらさないでください。
• 以下のような場所でのご使用や保存はしないでください。
－使用条件範囲以外の場所 (炎天下や夏場の窓を閉め切った車の中、直
射日光のあたる場所、熱器具の近くなど)

－湿気の多い場所や腐食性のものがある場所

お問い合わせ窓口のご案内
本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときの
ご相談については、下記のお問い合わせ先をご利用ください。

ホームページで調べるには k コンピュータ関連アクセサ
リーカスタマーサポートへ

http://www.sony.co.jp/support/pc-acc/　

マウスに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその
回答をご案内しています。

電話・FAXでのお問い合わせは k お客様ご相談センター
へ（下記ナビダイヤル・FAX番号）

本機の商品カテゴリーは[オーディオ商品]-[ラジオ・ラジカセなど
の小型オーディオ] です。

お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。

• 型名：SMU-RW610
• ご相談内容：できるだけ詳しく

• お買い上げ年月日

• ご使用のコンピュータの環境

– ご使用のコンピュータの機種名
– メモリー容量
– ハードディスクなどの容量
– OSの種類

本体・付属品を確かめる
本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確認してください。
付属品の中に不足しているものがありましたら、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口、お客様ご相談センターにご連絡ください。

• メモリーカードリーダー/ライター付き光学式USBマウス（1）

• 取扱説明書・保証書（本紙）（1）

各部のなまえ

          

ホイールボタン

左ボタン部

メモリーカード
スロットカバー

SDカードアクセス
ランプ

“メモリースティック”
アクセスランプ

“メモリースティック”
スロット

お買い上げ店または
ソニーサービス窓口
に修理を依頼する

取扱説明書・保証書
お買い上げいただき、ありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

お使いになる前に、この取扱説明書をお読みください。
お読みになったあとは、後日お役に立つこともありますので、
必ず保管してください。

下記の注意事項を守らないと
けがをしたり周辺の物品に
損害を与えたりすることがあ
ります。

使用上のご注意

使用・保管場所について
湿気の多いところや温度の高いところ、激しい振動のあるところ、直射
日光の当たるところで使用したり保管しないでください。

操作について
急激な温度変化は避けてください。寒いところから暖かいところに移し
たり、室温を急に上げた直後は使わないでください。内部に結露が生じ
ている場合があります。

異常や不具合が起きたら
万一、異常や不具合が起きたとき、異物が中に入ったときは、お買い上
げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼ください。

本体表面の取り扱いについて
本体表面が汚れたときは、乾いた布で軽くふきとってください。汚れが
ひどいときは、うすめた中性洗剤を布に含ませてふきとってから、乾ぶ
きします。化学ぞうきんを使うときは、その注意書きにしたがってくだ
さい。
また、以下のことに気をつけてください。本体表面が変質したり、塗料
がはげたりすることがあります。
• アルコール、シンナー、ベンジンは使わないでください。
• 殺虫剤やヘアスプレーをかけないでください。
• 防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品を長時間接触させないでくだ
さい。

右ボタン部

SDカード
スロット

ラベルの貼りかた

miniSD
ガイド

光学式USBマウス

SMU-RW610

T11-1001A-3



メモリーカードリーダー/ライターを
使う

メモリーカードの差し込みかた

1 メモリーカードスロットカバーを開ける。

2 メモリーカードを差し込む。
メモリーカードは、以下のイラストのとおりに差し込んでくださ
い。メモリーカードを完全に差し込むと、それぞれのアクセスラン
プが点灯します。

メモリースティックの場合

メモリースティックデュオの場合

SDカードの場合

miniSDカードの場合

3 メモリーカードスロットカバーを閉じる。

ご注意

• SDカードを差し込むときに途中で引っかかり奥まで差し込めない場合は、SDカー
ドを少し左側に傾けるか、少し引き出した状態から持ち上げるようにして差し込ん
でください。

• メモリーカードを誤った差し込みかたをすると、メモリーカードを取り外せなくな
る場合があります。
万一、メモリーカードを取り外せなくなった場合は、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口までご相談ください。

• メモリーカードの向きにご注意ください。誤った向きに無理に押し込むと、スロッ
トやメモリーカード本体が破損するおそれがあります。

• “メモリースティック デュオ”、“メモリースティック PRO デュオ”、“miniSD”
は、アダプターがなくても 差し込めます。

• miniSDカードを差し込みにくい場合は、市販のminiSDアダプターを使用してSD
カードスロットに差し込むことも可能です。

• “メモリースティック”、“メモリースティック デュオ”、“メモリースティック
PRO ”、“メモリースティック PRO デュオ”は、本体下側の“メモリースティック
スロット”に差し込んでしてください。

• “メモリースティック”、“メモリースティック デュオ”、“メモリースティック
PRO”、“メモリースティック PRO デュオ”は、同時に差し込むことはできません。

• SD/miniSDを本機に差し込む場合は、以下の点にご注意ください。
– 本体上側の“SDカードスロット”に差し込んでください。
– SD/miniSDカードは、同時に差し込むことはできません。
– SDカードを差し込む場合は、下のイラストにある「SDカード」の位置に、水
平に差し込んでください。

– miniSDカードを差し込む場合は、miniＳＤガイドに合わせて、下のイラストに
ある「miniSDカード」の位置に、水平に差し込んでください。

本機を接続する
本機は、コンピュータのUSB端子に接続するだけで認識され、使用でき
るようになります。
現在ご使用中のマウスが接続されている場合は、そのマウスを取り外し
てください。

1 コンピュータを起動する。

2 本機をコンピュータのUSB端子に接続する。

コンピュータが本機を自動的に認識し、使用できるようになりま
す。

ご注意

• 本機をコンピュータに接続するとき、またはコンピュータを起動するときは、識別
されるまでマウスを動かさないでください。

• USBハブを使ってコンピュータに接続しないでください。
• 一部のコンピュータでは、OSのディスクを要求される場合があります。その場合
はコンピュータの指示に従って操作してください。

• 一部のコンピュータでは、「高速ではないUSBハブに接続している高速USBデバ
イス」のメッセージや画面が、以下のように表示されることがあります。
お使いのコンピュータにUSB端子が複数ある場合は、別のUSB端子に接続する
か、表示されたメッセージや画面を閉じて、そのままご使用ください。

• コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作が不安定となった
りすることがあります。その場合は、「故障かな？と思ったら」をご覧ください。

• USB端子から本機を取り外したあとに、再び差し直す場合は、約5秒待ち、再び差
し込んでください（デバイスの認識がされない場合があります。）

• 1台のコンピュータに2台以上のUSB機器を接続した場合、同時にお使いになる
USB機器によっては、動作を保証いたしません。

• 1台のコンピュータに本機以外の“メモリースティック”または“SDカード”機器を接
続して、2つ以上の“メモリースティック”または“SDカード”に同時にアクセスする
ことはできません。本機の“メモリースティック”または“SDカード”を取り外すか、
他の機器の電源を切ってください。

本機リムーバブルディスクドライブの書き込みキャッシュについて
リムーバブルディスクドライブの書き込みキャッシュの設定を下記の操作でオフにし
てください。オンになっていると、不具合が発生することがあります。
• Windows XPの場合
［スタート］ボタン－［コントロールパネル］－［パフォーマンスとメンテナンス］
－［システム］－［ハードウェア］タブ－［デバイスマネージャ］ボタン－［ディス
クドライブ］－［SONY MS ReaderWriter USB Device］－［ポリシー］タブ
で、［クイック削除のために最適化する］が選択されていることを確認してくださ
い。選択されていない場合は、選択してください。

［スタート］ボタン－［コントロールパネル］－［パフォーマンスとメンテナンス］
－［システム］－［ハードウェア］タブ－［デバイスマネージャ］ボタン－［ディス
クドライブ］－［SONY SD ReaderWriter USB Device］－［ポリシー］タブ
で、［クイック削除のために最適化する］が選択されていることを確認してくださ
い。選択されていない場合は、選択してください。

• Windows 2000の場合
［スタート］ボタン－［設定］－［コントロールパネル］－［システム］－［ハード
ウェア］タブ－［デバイスマネージャ］ボタン－［ディスクドライブ］－［SONY
MS ReaderWriter USB Device］－［ディスクのプロパティ］タブで、［書き込
みキャッシュを有効にする］チェックボックスがチェックされている場合は、
チェックを外してください。

［スタート］ボタン－［設定］－［コントロールパネル］－［システム］－［ハード
ウェア］タブ－［デバイスマネージャ］ボタン－［ディスクドライブ］－［SONY
SD ReaderWriter USB Device］－［ディスクのプロパティ］タブで、［書き込み
キャッシュを有効にする］チェックボックスがチェックされている場合は、チェッ
クを外してください。

• Windows Meの場合
［スタート］ボタン－［設定］－［コントロールパネル］－［システム］－［パフォー
マンス］タブ－［ファイルシステム］ボタン－［リムーバブルディスク］タブで、－
［すべてのリムーバブルディスクドライブで遅延書き込みを行う］チェックボック
スがチェックされている場合は、チェックを外してください。

メモリーカード内のデータの読み出し/書き込み
以下では、Windows XPの画面を使って説明しています。OSの種類に
よって、画面表示が一部異なる場合があります。

1「マイコンピュータ」を開く。

「マイコンピュータ」フォルダが表示されます。

2 新しく認識された「リムーバブルディスク」のアイコンが表
示されていることを確認する。

「リムーバブルディスク」のアイコンは、アルファベットで若い方か
ら順番にSDカード用、メモリースティック用と表示されます。
例えば、本機をコンピュータに接続する前にドライブ(A:)と(C:)と
(D:)があった場合、本機を接続すると以下のように表示されます。

コンピュータの表示 対応するメモリーカード
リムーバブルディスク(E:) SDカード
リムーバブルディスク(F:) メモリースティック

3 本機にメモリーカードを差し込む。
メモリーカードにボリューム名が付いている場合は、そのボリュー
ム名がアイコンとともに表示されます。
メモリーカードにボリューム名が付いていない場合は、上記手順2の
ように表示されます。

4 リムーバブルディスクのアイコンを操作し、本機に差し込ん
だメモリーカードの読み出し/書き込みを行う。
「リムーバブルディスク」のアイコンを操作したときに以下のメッ
セージが表示された場合は、アクセスランプが点灯していてもメモ
リーカードを認識していないため、メモリーカードを取り外してか
ら、もう1度正しく水平に差し込んでください。

ご注意

• Windows 2000/Windows 2000 Service Pack 1/Windows 2000 Service
Pack 2がプリインストールされたコンピュータを使用している場合、「リムーバ
ブルディスク」のアイコンは、1つしか表示されません。
この場合、先に差し込んだメモリーカードのみ使用できます。
ほかのメモリーカードを使用する場合は、使用していたメモリーカードを取り外し
てから、使用したいメモリーカードを差し込んでください。

• 使用しているメモリーカードに対応する「リムーバブルディスク」のアイコンを操
作してください。

• 「リムーバブルディスク」のアイコンが表示されるまでに、時間がかかることがあ
ります。

• 「リムーバブルディスク」のアイコンが表示されない場合は、取扱説明書（本紙）
の「本機を取り外す」にしたがい本機を取り外した後、約5秒待ってから再び差し
込んでください。
また、「本機を取り外す」の手順1にある「ハードウェアの安全な取り外し」アイ
コンが表示されない場合は、そのまま本機を取り外してください。

• ご使用になるOSの種類およびメモリーカードによっては、「リムーバブルディス
ク」が「ローカルディスク」として認識されることがありますが、ご使用上問題は
ありません。

• メモリーカードの向きにご注意ください。誤った向きに無理に押し込むと、スロッ
トやメモリーカード本体が破損するおそれがあります。

• アクセスランプの点滅中にメモリーカードを本機から取り外さないでください。メ
モリーカードのデータが壊れることがあります。

メモリーカードリーダー/ライターを
使う

メモリーカードの差し込みかた

1 メモリーカードスロットカバーを開ける。

         

2 メモリーカードを差し込む。
メモリーカードは、以下のイラストのとおりに差し込んでくださ
い。メモリーカードを完全に差し込むと、それぞれのアクセスラン
プが点灯します。

メモリースティックの場合

         

メモリースティックデュオの場合

         

SDカードの場合

         

 メモリースティック

BWindowsをお使いの場合 BMacintoshをお使いの場合

本機を接続する
本機は、コンピュータのUSB端子に接続するだけで認識され、使用でき
るようになります。
現在ご使用中のマウスが接続されている場合は、そのマウスを取り外し
てください。

1 コンピュータを起動する。

2 本機をコンピュータのUSB端子に接続する。

コンピュータが本機を自動的に認識し、使用できるようになります。

ご注意

• USBハブを使ってコンピュータに接続しないでください。
• コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作が不安定となった
りすることがあります。その場合は、「故障かな？と思ったら」をご覧ください。

• USB端子から本機を取り外したあとに、再び差し直す場合は、約5秒待ち、再び差
し込んでください（デバイスの認識がされない場合があります）。

• 1台のコンピュータに2台以上のUSB機器を接続した場合、同時にお使いになる
USB機器によっては、動作を保証いたしません。

• 1台のコンピュータに本機以外の“メモリースティック”または“SDカード”機器を接
続して、2つ以上の“メモリースティック”または“SDカード”に同時にアクセスする
ことはできません。本機の“メモリースティック”または“SDカード”を取り外すか、
他の機器の電源を切ってください。

メモリーカードの取り外しかた

1 メモリーカードスロットカバーを開ける。

         

2 メモリーカードを取り外す。
2つのアクセスランプが点滅していないこと、データにアクセス
していないことを確認してから、メモリーカードを水平に取り外
してください。

         

3 メモリーカードスロットカバーを閉じる。

         

ご注意

• アクセスランプの点滅中にメモリーカードを本機から取り外さないでくださ
い。メモリーカードのデータが壊れることがあります。

• 本操作を行わずに、本機あるいは本機に入ったメモリーカードを取り外すと、
メモリーカードが壊れることがあります。必ず、本操作を行ってから取り外し
てください。
万一、本操作を行わずに取り外して発生した故障につきましては、責任を負い
かねます。

miniSDカードの場合

         

3 メモリーカードスロットカバーを閉じる。

         

ご注意

• SDカードを差し込むときに途中で引っかかり奥まで差し込めない場合は、SDカー
ドを少し左側に傾けるか、少し引き出した状態から持ち上げるようにして差し込ん
でください。

• メモリーカードを誤った差し込みかたをすると、メモリーカードを取り外せなくな
る場合があります。
万一、メモリーカードを取り外せなくなった場合は、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口までご相談ください。

• メモリーカードの向きにご注意ください。誤った向きに無理に押し込むと、スロッ
トやメモリーカード本体が破損するおそれがあります。

• “メモリースティック デュオ”、“メモリースティック PRO デュオ”、“miniSD”
は、アダプターがなくても差し込めます。

• miniSDカードを差し込みにくい場合は、市販のminiSDアダプターを使用してSD
カードスロットに差し込むことも可能です。

• “メモリースティック”、“メモリースティック デュオ”、“メモリースティック
PRO ”、“メモリースティック PRO デュオ”は、本体下側の“メモリースティック
スロット”に差し込んでください。

• メモリースティック”、“メモリースティック デュオ”、“メモリースティック
PRO”、“メモリースティック PRO デュオ”は、同時に差し込むことはできませ
ん。

• SD/miniSDを本機に差し込む場合は、以下の点にご注意ください。
– 本体上側の“SDカードスロット”に差し込んでください。
– SD/miniSDカードは、同時に差し込むことはできません。
– SDカードを差し込む場合は、下のイラストにある「SDカード」の位置に、水
平に差し込んでください。

– miniSDカードを差し込む場合は、miniSDガイドに合わせて、下のイラストに
ある「miniSDカード」の位置に、水平に差し込んでください。

         

miniSDカード

SDカード

アクセスランプについて
本機の動作状態により、アクセスランプが以下のように切り換わりま
す。

動作 アクセスランプ
メモリーカード差し込み時 点灯
読み込み／書き込み時 点滅*
メモリーカード取り外し時 消灯

* 使用しているメモリーカードや使用環境によっては、アクセスランプの点滅速度が
速いために、点灯しているように見えることがありますので、ご注意ください。

ご注意

アクセスランプが点灯中に読み出し/書き込みができない場合は、メモリーカー
ドを完全に奥まで差し込んでください。

本機を取り外す
コンピュータから本機を取り外す前に、以下の手順に従って操作してく
ださい。
以下では、Windows XPの画面を使い、本機を接続したときにドライブ
(E:)、(F:)が追加された状態で説明しています。OSの種類によって、画
面表示が一部異なる場合があります。

1 画面の右下にあるタスクトレイの中の、「ハードウェアの安
全な取り外し」アイコンをクリックする。

2「USB 大容量記憶装置デバイス－ドライブ（E:, F:）を安全
に取り外します」をクリックする。

3「'USB 大容量記憶装置デバイス'は安全に取り外すことがで
きます。」が表示される。

これでコンピュータから本機を取り外しても安全な状態になりまし
た。

ご注意

• メモリーカードを本機から取り外す場合は上記の操作は必要ありません。
• アクセスランプ点滅中に本機を取り外さないでください。メモリーカードのデータ
が壊れることがあります。

• メモリーカードを差し込んだ状態で、本操作を行わずに本機を取り外すと、メモリ
ーカードが壊れることがあります。必ず本操作を行ってから取り外してください。
万一、本操作を行わずに取り外して発生した故障につきましては、責任を負いかね
ます。

• 本操作を行ってもマウスの操作は可能です。メモリーカードリーダー/ライターを再
認識させるためには、一度USBケーブルを取り外し、コンピュータに差しなおして
ください。

• Windows Meをお使いの場合、タスクトレイの中の「ハードウェアの安全な取り
外し」アイコンをクリックすると、2段（メモリースティック用/SDカード用）に
分かれて表示されますので、上記手順1～3を2回繰り返して、本機を取り外してく
ださい。

メッセージが表
示されます。

この部分がタスクトレイです。

このアイコンを
クリックする

しばらくすると、
メッセージが表示
されます。

この部分をクリック
する。

“メモリースティック”を“b”の
方向で、水平にメモリース
ティックスロット（下）に差し
込んでください。

“メモリースティック デュオ”を
“b”の方向で、水平にメモリー
スティックスロット（下）に差
し込んでください。

“SDカード”を“n”の方向で、
水平にSDカードスロット（上）
に差し込んでください。

 メモリースティック デュオ

 SDカード

“miniSDカード”を“n”の方向
で、miniSDガイドに合わせて
水平にSDカードスロット（上）
に差し込んでください。

 miniSDカード

 メモリースティック

“メモリースティック”を“b”の
方向で、水平にメモリース
ティックスロット（下）に差し
込んでください。

“メモリースティック デュオ”を
“b”の方向で、水平にメモリー
スティックスロット（下）に差
し込んでください。

“SDカード”を“n”の方向で、
水平にSDカードスロット（上）
に差し込んでください。

 メモリースティック デュオ

 SDカード

“miniSDカード”を“n”の方向
で、miniSDガイドに合わせて
水平にSDカードスロット（上）
に差し込んでください。

 miniSDカード

miniSDカード

SDカード

メモリーカード内のデータの読み出し/書き込み

1 本機にメモリーカードを差し込む。
デスクトップにアイコンが表示されます。
メモリーカードにボリューム名が付いている場合は、そのボリュー
ム名がアイコンとともに表示されます。
メモリーカードにボリューム名が付いていない場合は、以下のよう
に表示されます。
－SDメモリーカードドライブ：NO NAME
－メモリースティックドライブ：Untitled

2 リムーバブルディスクのアイコンを操作し、本機に差し込ん
だメモリーカードの読み出し/書き込みを行う。

ご注意

• メモリーカードの向きにご注意ください。誤った向きに無理に押し込むと、スロッ
トやメモリーカード本体が破損するおそれがあります。

• アクセスランプの点滅中にメモリーカードを本機から取り外さないでください。メ
モリーカードのデータが壊れることがあります。

メモリーカードの取り外しかた
コンピュータからメモリーカードを取り外す前に、以下の手順に従って
操作してください。

1 本機に差し込まれているメモリーカードのファイル、使用し
ているアプリケーションなどをすべて終了する。

2 本機のアクセスランプが点滅していないことを確認する。

3 リムーバブルディスクのアイコンを「ゴミ箱」に移動する。
または、リムーバブルディスクのアイコンを選んだ状態にし
て、メニューバーから［ファイル］メニューの［“Untitled”を
取り出し］を選ぶ。“Untitled”は、選択したアイコンによっ
て異なります。

4 メモリーカードスロットカバーを開ける

         

5 メモリーカードを取り外す。

         

6 メモリーカードスロットカバーを閉じる。

         

ご注意

• アクセスランプの点滅中にメモリーカードを本機から取り外さないでください。メ
モリーカードのデータが壊れることがあります。

• 本操作を行わずに、本機あるいは本機に入ったメモリーカードを取り外すと、メモ
リーカードが壊れることがあります。必ず、本操作を行ってから取り外してくださ
い。
万一、本操作を行わずに取り外して発生した故障につきましては、責任を負いかね
ます。

アクセスランプについて
本機の動作状態により、アクセスランプが以下のように切り換わりま
す。

動作 アクセスランプ
メモリーカード差し込み時 点灯
読み込み／書き込み時 点滅*
メモリーカード取り外し時 消灯

* 使用しているメモリーカードや使用環境によっては、アクセスランプの点滅速度が
速いために、点灯しているように見えることがありますので、ご注意ください。

ご注意

アクセスランプが点灯中に読み出し/書き込みができない場合は、メモリーカー
ドを完全に奥まで差し込んでください。

本機を取り外す
コンピュータから本機を取り外す前に、以下の手順に従って操作してく
ださい。

1 本機に差し込まれているメモリーカードのファイル、使用し
ているアプリケーションなどをすべて終了する。

2 本機のアクセスランプが点滅していないことを確認する。

3 リムーバブルディスクのアイコンを「ゴミ箱」に移動する。
または、リムーバブルディスクのアイコンを選んだ状態にし
て、メニューバーから［ファイル］メニューの［“Untitled”を
取り出し］を選ぶ。“Untitled”は、選択したアイコンによっ
て異なります。
本機にメモリーカードを差し込んでいない場合は、手順4へ
進んでください。

4 本機をコンピュータから取り外す。

ご注意

• アクセスランプの点滅中に本機を取り外さないでください。メモリーカードのデー
タが壊れることがあります。

• メモリーカードを差し込んだ状態で、本操作を行わずに本機を取り外すと、メモリ
ーカードが壊れることがあります。必ず本操作を行ってから取り外してください。
万一、本操作を行わずに取り外して発生した故障につきましては、責任を負いかね
ます。

症状

マウスがまったく動
作しない

マウスを動かしても
ポインタが動かない
時がある

マウスのボタンを押
しても反応しない

スクロールしない

ホイールを回転して
もズーム機能が動作
しない

ノートブックコン
ピュータでポインタ
速度が設定できない

マウス使用時でも、
液晶ディスプレイが
暗くなったり、省電
力動作モードに入る

ビデオスタンバイ状
態から復帰しない

リムーバブルディス
クのアイコンが表示
されない。

エクスプローラまた
はマイコンピュータ
でメモリーカードに
アクセスできない。

メモリーカードを認
識しない。

メモリーカードの読
み書きが遅い

メモリーカードの読
み書き中にアクセス
ランプが点滅しない

原因／対策

• USB端子からの認識がされていない。
→ コンピュータに別のUSB端子がある場合は、別のUSB
端子に接続してみてください。
（USB端子から、マウスを含むUSB機器を抜いたあと
に再び接続する場合は、約5秒間待ってから接続してく
ださい。）

→ マウスを接続したままコンピュータの電源をシャットダ
ウンして、約30秒後に再び起動してください。それで
もマウスがまったく動作しない場合は、何度かこの操作
をくり返してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学読み取りセンサーの特質上、マウスを使う場所（ガ
ラス、鏡など光沢のある面）によっては、センサーが誤
動作し、正常に動かない場合があります。その場合は、
マウスパッドを使うか、他の物をマウスの下に敷く、ま
たは場所を変えてお使いください。

• USBコネクタが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してから、コネクタを
接続し直してください。
（USB端子から、マウスを含むUSB機器を抜いたあと
に再び接続する場合は、約5秒間待ってから接続してく
ださい。）

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してみてください。

• オートスクロール設定になっている。
→ ホイールボタンを押して、オートスクロールの状態を解
除してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学読み取りセンサーの特質上、マウスを使う場所（ガ
ラス、鏡など光沢のある面）によっては、センサーが誤
動作し、正常に動かない場合があります。その場合は、
マウスパッドを使うか、他の物をマウスの下に敷く、ま
たは場所を変えてお使いください。

• USBコネクタが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してから、コネクタを
接続し直してください。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• スクロール機能に対応していないソフトウェアを開いてい
る。
→ ソフトウェアによっては、スクロール機能に対応してい
ない場合があります。

• 他のマウス用ソフトウェアが有効になっている。
→ 他のマウス用ソフトウェアを削除してください。

• ソフトウェアがズーム機能に対応していない。
→ ズーム機能に対応したソフトウェアのみ機能します。

• 他のマウス用ソフトウェアが有効になっている。
→ 他のマウス用ソフトウェアを削除してください。

• ノートブックコンピュータに内蔵されているポインティン
グデバイスが優先されている。
→ ノートブックコンピュータの仕様によっては、マウスプ
ロパティでポインタの設定速度を変更しても、タッチ
パッド操作でのポインタ速度のみが変更されて、マウス
操作でのポインタ速度は変更されない場合があります。

• USB機器は使用中であっても、コンピュータが省電力動作
モードに入る機器があります。
→ 省電力動作モードに入らないようにするには、ノート
ブックコンピュータの電源管理機能の設定を変更しま
す。詳しくは、ノートブックコンピュータ本体の取扱説
明書、または電子マニュアルをご覧ください。

→ タッチパッドあるいはキーボードを操作すると、省電力
モードから復帰します。

→ タッチパッドあるいはキーボードを操作すると復帰しま
す。

• 本機を正しくつないでいない。
→「マウスを接続する」をご覧になり、正しくつないでく
ださい。

• コンピュータのUSB端子に本機以外の機器をつないでい
る。
→ 本機以外のUSB機器を取りはずしてください。または
電源を切り再起動してください。

• メモリーカードが差し込まれていない。
→ メモリーカードを差し込んでください。

• メモリーカードが完全に差し込まれていない。
→ メモリーカードを奥まで差し込んでください。

• メモリーカードを傾いて差し込んでいる。
→ メモリーカードを抜いたあと、再度差し込んでくださ
い。

• 本機をお使いの環境や、お使いのメモリーカードによって
は、読み書きにかかる時間は異なります。
→ 故障ではありません。

• メモリーカードの読み書きが瞬時に終了する場合や、お使
いのメモリーカードによって点灯しているように見える場
合があります。
→ 故障ではありません。

故障かな？と思ったら
修理にお出しになる前に、もう1度点検してください。それでも正確に動
作しないときは、お買い上げ店またはソニーサービス窓口、お客様ご相談
センターにお問い合わせください。

共通

Windows の場合

症状

USB端子にマウスを
接続したら「新しい
デバイスの追加ウィ
ザード」が表示され
た

マウスプロパティの
設定が有効にならな
い

マウスがまったく動
作しない／ポインタ
が動かない
（USB接続）

原因／対策

• 複数のUSB端子を持つコンピュータを使っている。
→ パソコンによっては、USB機器用ドライバは端子ごと
にインストールする必要があります。「新しいデバイス
の追加ウィザード」の［キャンセル］をクリックして、
すでにドライバをインストールしてあるUSB端子に差
しなおすか、それぞれの端子にドライバをインストール
してください。

• USB端子にマウスが2つ以上接続されている。
→ 他のマウスを外してください。

• SMU-S1、SMU-C1などに付属されているユーティリ
ティードライバソフトをインストールしている。
→ SMU-S1、SMU-C1などに付属されているユーティリ
ティードライバソフトには対応していません。アンイン
ストールして再起動してください。OSでサポートされ
ているマウスのプロパティの設定が有効になります。ア
ンインストールのしかたについては、お使いのソフトの
取扱説明書などをご覧ください。

• 他のマウス（SONY製も含む）のユーティリティードライ
バソフトがインストールされている。
→ アンインストールして再起動してください。OSでサ
ポートされているマウスのプロパティの設定が有効にな
ります。アンインストールのしかたについては、お使い
のソフトの取扱説明書などをご覧ください。（ノート
ブックコンピュータでは、タッチパッド機能が損なわれ
ます。）

• コンピュータでUSBが認識されていない。
→ 動作する他のマウスまたはキーボードを使用して、次の
内容をお試しください。「コントロールパネル」から
「システム」を開き、デバイスマネージャの項目を確認
してください。USBデバイスアイコンやマウスアイコ
ンに「！」が表示されている場合は、「！」を選び「削
除」をクリックし、コンピュータを再起動してくださ
い。

• BIOSでUSBが認識されていない。
→ コンピュータのデフォルト設定で、BIOS設定のUSB
ポートが「無効」（Disabled）になっている場合があり
ます。コンピュータの取扱説明書などに従ってUSB
ポートを「有効」（Enabled）に変更してください。

症状

マウスがまったく動
作しない／
マウスの動作がおか
しい

原因／対策

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータ本体にUSB端子がある場合は、コン
ピュータに直接接続してください。

Macintoshの場合

 miniSDガイド

 miniSDガイド

 miniSDガイド

 miniSDガイド


